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主体的に運動の 楽しさを味わう 学習指導の工夫 
～障害 走 における個に 応じためあ ての持たせ 方 ，場の工夫・ 学習評価を通して ～ 

浦添市立派 砥 小学校教諭金 城 剛 

1  テーマ設定の 理由 

今日の我が国は 社会の変化と 国民の生活文化の 進展が著しくなってきている。 そのような中で ， 

運動・スポーツも 単に，健康な 生活や体力の 向上のためだけでなく ，生活に潤ける 持たせ・人生を 

有意義に過ごすための「生きが い 」や「文化」のひとっとして ，これからの 生活には欠くことので 

きない重要なものになってきている。 学習指導要領では「運動に 親しむ」というねらいを「健康の 

（・ 増進と体力の 向上を図る」こと 並列的に取り 上げて強調している。 したがって体育科では ，生涯に 

わたって運動に 親しむことができるようにするという 生涯体育・スポーツの 観点を重視しそれにふ 

さわしい適切な 学習指導を行うことが 大切な役割となってきている。 

そこで，これからの 体育学習は運動の 楽しさや喜びを 味わわせ，スポーツをすること 自体に意味 

や 価値があ ることを認識させ ，体験させることが 必要となってくる。 そうすることによって ， 自ら 

進んで運動に 親しむ能力と 態度を身につけさせることができ ，生涯を通じて 運動・スポーツを 継続 

していく 力 を育てていくことができると 考える。 そのためには ，運動の持っている 特性に触れさせ 

おもしろさや 魅力を十分に 味わわせることが 大切になってくる。 

小学校の運動領域にはさまざまなものがあ るが， 沢砥 小学校 6 年のアンケート 調査によると ボ一 

ル 運動や水泳に 人気が集中していて ，陸上運動に 対してはあ まり興味・関心が 持たれていない。 陸 

上運動の特性は ， 速さや距離を 競い合って勝つことや 自己の目指す 記録を達成することの 楽しさや 

喜びを味わうことのできる 個人的なスポーツであ る。 しかし，競争して 勝っことや記録達成をする 

ことがなかなかできなかったら ，一部の能力の 優れた児童だけに 喜ばれる運動となってしまう。 

小学校の高学年ともなると ，運動に対して 興味・関心，経験，意欲・ 技術等の個人差が 目立つよ 

  うになってくるが ，今までの授業を 振り返ってみると 一人一人の能力差を 考怠しないで 指導してき 
たような気がする。 教師にやらされてばかりで ，児童が自ら 考えて活動する 場面がなかったり。 場 

の 工夫がたりずに 運動量が不足していたり・ 技術主導型になって 児童を追いつめていたりした 授業 

などであ る。 障害走の授業では ，特に「できない」 「けがが怖い」 「笑われる」といった 不安が現 

れてきて，結果的に 人気のない運動にしてしまったのではないだろうか。 

児童は授業の 中で ， 「できるようになりたい」とか「自分の 力 にあ ったことをやりたい」 「みん 

なで教え合いたい」 「多くの場でいろいろなことに 挑戦したい」といった 要求を持っている。 

それを実現してすべての 児童に運動の 楽しさを味わわせることが 体育学習の課題であ る。 その解決 

のために，授業では 一人一人に合っためあ てを達成するための 学習過程を構成し、 学習形態に変化 

を持たせよ 体 的に取り組んでいけるような 場の工夫と学習評価の 活用を図らなければならない。 

そこで，本研究では 一人一人の能力にあ っためあ ての持たせ方を 工夫することによって ，運動の楽 

しさ ( 特性 ) を味わい，主体的な 学習を進めて い くのではないかと 考え，障害走を 事例に本テーマ 

を 設定した。 
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Ⅱ 研究の仮説 

障害 走 において，個に 応じためあ ての持たせ方を 工夫し ，め あ てに対応した 場を設定し，学習 評 

価の工夫をすることによって ，運動の楽しさを 味わい主体的に 学習に取り組んでいくだろう。 

Ⅲ 研究の全体構想、 

①，心身ともにたくましい 子 
②思いやりのあ る 子 
③進んで学習する 子                 学校の教育             

  

体育科の 目 標 
適切な運動の 経験と身近な 生活における 健康・安全についての 理解を通 
して，運動に 親しませるとともに 健康の増進と 体力の向上を 図り・楽しく 
日 るい生活を営む 態度を育てる。 

児童の実態 ( 問題点 ) 
・具体的なめあ てを持って授業にのぞむことが 
できない。 
，練習方法を 自ら考えてやることに 慣れて い な 
  
・自己評価することに 慣れていたり。 
・課題解決を 主体的に進める 態度に乏しい " 
・失敗することを 恐れる。 
・練習過程よりも 結果を重視する 傾向があ る。 

原 因 
，一人一人の 児童の能力に 応じた学習計画を 立 
てていない， 
・場の工夫が 足りない。 
・運動をさせ つ はなしという 授業形態が多い。 
・指示されたことをするという ，受け身に終始 
している。 
・失敗しても。 努力を認め合う 学級の雰囲気作 
りが足りない。 
・能力の優れた 児童がほめられる ， という授業 

め ざす児童 像 
。 め あ てを持ち，学習に 取り組める。 
。 め あ て達成のために ，最後まで努力できる。 
，見通しを持ち ，主体的にめあ て達成の工夫をする。   
「学習活動を 自己評価し ， 次の活動へ生かせる。 
    運動の楽しさを 味わうために ，積極的に活動する。 
。 お互いに，教え 合い高め合える。 

  

  

研究主題 
主体的に運動の 楽しさを味わう 学習指導の工夫 

～障害 走 におけ 8 個に応じためあ ての持たせ 方 ・場所の工夫・ 学習評価を通して ～ づ 
    

  

研究仮説 
障害 走 において，個に 応じためあ ての持たせ方を 工夫し ，め あ てに対応した 場を設定 
し，学習評価の 工夫をすることによって ，運動の楽しさを 味わい主体的に 学習に取り 
組んでいくだろう。 

く 研究内容 ) 

め あ ての持たせ 方 場の工夫 学習評価の工夫 
， 児 の 態 把 のための 
診断的評価 

  ・ め あ て達成を確かめ 6 白   

プチェックカードの 活用 

  

・学習過程のめやすの 提示   ・評定への活用 
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Ⅳ 研究の内容 

]  め あ ての持たせ方について 

個 に応じたこれからの 体育の学習指導は ，すべての児童が 一定の時間の 中で，運動の 楽しさや 

喜びを味わうことができるよ う 計画的に学習させていくことを 大切にしなければならない。 

学習する児童には ，運動に対する 意欲や能力・ 適正，興味・ 関心などに関してさまざまな 相違 

があ り，運動の特性の 触れ方は一様ではないので ，主体的な運動への 取り組みを進める 中で ，ど 

んな力の児童にも 学習活動に積極的に 取り組めるような 計画を工夫する 必要があ る。 そのために 

は，児童の立場から 運動をとらえ 直し，児童から 見た特性を明らかにすることが 大切であ る。 こ 

のことによって ，児童一人一人に 対応し，児童の 現在の力量に 見台った学習のねらいが 導かれる 

と共に。 今もっている 自分の 力 にあ った具体的な「 め あ て」を持ち，学習活動を 展開することに 

なる。 

すべての児童に 対して運動の 特性に触れることのできる 力を育てようとする 新しい体育では ， 

一人一人の児童の 興味，関心，現在の 力量に見合っためあ てを持たせて ，学習を進めることが 大 

切になるので ，実際の授業を 展開する段階では ，技能や学習経験などの 一人一人の特性の 違いに 

よる多様な学習活動が ， 様々に現れていくことになる。 もちろん，その 活動は ， 「運動の楽しさ 

や 喜びを求める 自発的で個性豊かな 活動」ということができる。 

障害 走 では，記録に 挑戦したり，個人対個人の 競争もできるが ，いずれの場合も 記録の達成が 

重要になるので ，技能，記録を 達成するために 工夫された場所に 着目し，活動を 組織する。 

このような考え 方で組織される 授業の特徴は・ 児童が自らめあ てを持ち，それに 合う学習につ 

いての決断を 下し ， 動き回り ， 話し合い ， 教え合い ， 励まし合いながら 自由に活動するというよ 

う に多様な活動が 同時に進行できることであ る。 

め あ ての持たせ 方 と密接に関係のあ る評価の方法にはさまざまなやり 方があ る。 

① ベスト記録を 評価する。                               能力の高い子が 良い成績をもらえるという 方法 

② フラット 走 との差を評価する。 ・…。 (40m 走 ) 一 (40m ハ 一ドル 走 ) の記録を評価する 

③ タイムの伸びを 評価する。                         最初の記録からどれだけ 伸びたか 

④各人のフラット 走 との関係で……「めやす 表 」をもとに記録を 得点化する 

タイムを評価する。 

め あ ての持たせ方は 児童の今もっている 力で達成可能な ，しかも興味や 意欲づけに結びつくも 

のが望ましい。 そこで，④の「めやす 表 」を利用する 評価に注目した。 それは， 「めやす 表 」 を 

作成する時に 得点配分を学級に 実態に近づけることができるからであ る。 つまり・診断的評価の 

段階で児童全員が 誰でも得点「 5 」以上の段階まで 到達できるよ う に配慮できる。 

0  「めやす 表 」の利用のし 方 
①事前に「めやす 表 」の基礎計算に 必要な 40m フラット走の 測定を行 う 。 

② 「めやす 表 」の基礎計算式に 40m フラット走の 記録を入れて ，個人の目標記録を 決める。 

③各自，得点段階を 確認し， 次 時からの主体的学習の 目標とする。 
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0  「めやす 表 」                   40m 障害 走 

  目標記録「めやす」 二 40m 走の記録 十 0 ・ 4 秒 X 台数 

Ⅹ 0 ， 4 秒はⅠ吉越える 時のロスタイム 

・障害 走 のめやすに対する 得点 ( 記録は四捨五入して 1/10 の 位 までで計算する ) 

  

得 点 10 点 9 点 8 点 7 点 6 点 5 点 4 点 3 点 2 点 主点 

( 目標記録 ) 0.9  0.8  0  .5  0.2  --0 ． 1  一 0 ． 4  一 0.7  一 Ⅰ． 0  一工 ・ 3  Ⅰ． 6 

  秒 ～             ～ 秒   

  「めやす 表 」を利用して い くことで次のような 利点が望める。 

③ 主能力に応じて 各人の達成可能な 記録をめあ てとするから ，個人差をかなりの 範囲で吸収 

することができるようになる。 

⑥ 毎時の測定結果が 各人のレベルによって 得点化されるので ，今の自分の 力を知ることがで 

きる。 ( 自己評価の手がかりとなる ) 

0  自分にとって ， 最も魅力的なめあ てに挑戦することができる。 

授業をするうえで ，児童には。 40% 定め タイムをもとにした 目標記録を設定させる。 児童はそ 

の目標記録を 越えるよ う に頑張らせる。 技能の面ではハードリンバ と インターバンの 4 つの ポイ 

ント を中心に習得させる。 しかし，これらはあ くまで「 め あ て」のひとっであ る。 この他にも， 

例えば「進んで 教え合いができる」とか ， 「進んで仕事をする」などでもいいのであ る。 

個 に応じためあ てを達成するためのポイントは め あ て達成に対応した 学習の場を設定すること 

であ り，劣等感を 抱かせない学習評価を 用意することであ る。 そうすることによって ，主体的に 

楽しさを味わうための「 め あ て」を段階的にレベルを 上げながら持っことができる。 

） 

一 70  一 



ナ "     

ム 

2  学習の場の工夫 

運動の楽しさや 喜びを学習の 目標・内容に 置き ， 個に応じた学習指導が 求められるこれからの 

体育では， 「目標」， 「内容」， 「方法」の関連が 特に重視されているといってよい。 

つまり，目標に「体力」を 掲げ，内容は「技能」を 重視し，指導方法は「画一的な 指導」とい 

ぅ ものではなく・ 生涯体育・スポーツを 目指す新しい 体育では，運動すること 自体の意味を 児童 

の立場からとらえ ，児童から見た 運動の特性に 応じた指導法の 工夫を大切にしょうとしている。 

そのための手だてとして 重要な ヵギ を握るのが， 「学習の場の 工夫」であ る。 

個に応じためあ てを達成させるためには 児童一人一人の 多様なめあ てに対応し，主体的な 活動 

を 保証して，運動の 楽しさを味わうことができるような 学習の場の工夫が 大切であ る。 それは。 

公式の競技規則に 合わせた場や 画一的な場ではなく ，運動の特性，学習過程，学習形態・ 学級の 

実態，施設・ 用具等を考慮して 工夫することであ る。 授業では次の 4 つの要素を含んだ 場を用意 

する。 

0 運動量を保障する 場 

0 つ まずきを解決したり   技能の向上を 保障する 場 

0 新たな課題の 創意。 工夫にっながる 場 

0 協力や教え合いができる 場 

仮説を検証するために ，具体的には 次のような場の 工夫をした。 

(1) 児童の多様な 実態に対応するためにコースの 種類を数多く 設定した。 

・ ハ 一ドルの高さを U4 ㎝， 52 ㎝， 60 ㎝の 3 種類用意。 

・既製ハ一ドル ( 木製 ) 以外に ， 足に当たってもいたくない 塩化ビニールバイプ 製のハートル 

を 用意。 ( 業者に部品を 注文して子供たちと 特 活の時間に製作 ) 

  インターバルの 長さを 5,Om.5.5m .6.0m .6.5m の 4 種類設定。 

こうすることによって ，合計 睦 種類のコースが 設定できた。 

(2) ハ 一ドル以覚の 障害物 ( 輪 ，ダンボール ，タイヤ ) を用意して，導入の 時や恐怖心を 持って 

いる子のために 使用。 

(3 Ⅰ ハ一ドル問をリズムよく 走るための 輪 。 ( ハ 一ドル間に輪を 3 つ置く ) 

(4) 抜き足や振り 上げ足の練習のための 足 当てボード。 

( 取りはずしができるように 厚紙を 2 枚重ねて，ダブルクリ・ ソプ で止める。 ) 

(5) パイプ製の ハ 一ドルでも怖い 子のためのゴムのハ 一ドル。 

(6) 低く跳ぶための 道具。 

(7) 記録を正確に 計るためのゴールテープ。 ( ゴール地点で 記録 係 と計時掛りがテープを 持ち， 

走者が走り抜ける 時にストップウォッチを 押す。 ) 

(8) コース別に ハ 一ドルを置く 目印となる 1 m のロープを運動場に 56 本埋め込む。 

(5 分以内で設置できるので 大幅な時間短縮となった。 ) 

(9) 体につけるリボン ( 友達同士で見合う 時，どこを見れば 良いかはっきりさせるために ，抜き 

足 に注意して跳ぶならひ さ にリボンをつけさせる 等 ) 
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3  学習評価について 

(1) 学習評価の考え 方 

学習評価とは ，学習によって 生じた変化を 学習の目標に 沿って判定し ，とのように 学習と指 

導を進めたらよいかを 考える一連の 過程のことであ る。 つまり，児童に 起 こった変化を 目標に 

照らして明らかにしていく 営みであ る。 したがって， 「学習評価」とは ，成績通知表や 指導要 

録に記入する 成績を決める「評定」のことではなく ，それに先立って 行われる各単元における 

学習評価のことであ る。 

これまでの体育における 評価は，教師が 児童に対して 行 う ものが多く，技能のでき は えや 体 

力の向上などが 重要視され，技能評価を 中心に進められてきた。 したがって，児童が 運動を楽 

しく体験できたか・みんなで 楽しむためにどんな 努力や協力がなされたかなどについての 関心、 

は 低かった。 これからの体育では 運動を児童の 立場で見直し ，児童が運動そのものの 楽しさを 

寸分味わい・ 主体的に学習活動ができるように 進めることが 重要になってくる。 そのためには 

児童が学習意欲を 高めるよ う に授業改善を 行い，よりよい 学習活動へ方向つけるような 評価が 

大切であ る。 そこで，学習評価の 基本的な方向を 次のように考える。 

① 児童一人一人が 自分を理解し・ 自己評価ができるようにする。 

②指導者自身が 指導の成果と 問題点を明確にし ，効果的な学習になるようにする。 

④ 通知表や指導要録などの 記載に活用する。 

これからの学習指導では ，児童一人一人に 自ら学ぶ意欲や 能力を身につけさせるという 視点 

が 大切にされることから ，運動を行う 児童自身が自分でめあ てを決め，実施し ，結果を見て 修 

正する， という自己評価する 力を身につけることが 重要となる。 

自己評価が内面化され ，自問自答に よ る評価が児童一人一人の 内面で進行し ， それが行動と 

して外に表れるよ う になれば，自己評価能力が 育成されてきたといえよ う 。 これからの体育学 

習 において，自らの 目標を自分自身で 設定し ， 自らの成果をその 目標との関係で 常に自己評価 

していくことは ，生涯学習のためにもなる。 

生涯スポーツを 目指した新しい 体育の学習評価を 考える 時 ，自己評価能力を 育成することは 

非常に重要であ り，その意義は 大きいといえる。 そうすることによって ， 自らめあ てを設定し 

た 意欲的・主体的な 学習が展開されるようになろう。 

教師は，この 児童の自己評価活動が 円滑に進められるよう 援助する役割を 担っており   学習 

カード や 資料の提供，学習活動の 場の工夫などによってこの 援助を効果的に 進めなければなら 

ない。 こうした援助活動がうまくいっているか ，児童の自己評価の 働きが十分生かされている 

か，を 確かめて い く活動が「教師の 評価」活動であ る。 

授業の中では ，児童の自己評価と 教師の評価を 有機的な関係にすることがポイントであ る。 

児童の評価と 教師の評価は ，学習する種目へのレディネスを 知る診断的評価，学習過程の 中で 

自己評価のサイクルがうまく 進むようにする 形成的評価，そして ，最後に単元のまとめを 行う 

総括的評価の 働きを生かすことが 大切であ る。 
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(2) 学習カードの 工夫と活用 

児童が，学習活動をうまく 進めたり   深めたり，技能を 高めたりするために 次のような学習 

資料を提供する。 

①学習活動をうまく 進めるための 資料 

・ねらいに応じた 学習の進め方の 資料 ( 全体の流れ，単元計画，毎時時間の 流れなど ) 

・役割分担についての 資料 

・ウォーミングアップの 仕方の資料 

②学習を深めるための 資料 

  グループ，個人の「 め あ て」 「めやす」の 立て方の資料 

  マナ一についての 資料 

・問題を解決するための 練習方法の資料や 各種目の技能の ポイント などの資料 

③学習の深まりを 確かめるための 資料 

・学習ノートについての 資料 ( グループノート ，個人ノート ) 

・評価についての 資料 ( 自己評価，相互評価，グループ 評価 ) 

以上の学習資料を 用意するが，その 中でも特に，自分の 力 がどの程度高まっているか ，どこ 

に問題があ るかなどを評価し ，自分の目標を 新たに設定するための 学習 ヵ一ドが 必要となって 

くる。 その学習カードを 活用することによって ，児童の自己理解を 助け，目標達成のために 意 

欲的に取り組むことができると 考える。 

学習評価の観点 ( 何を評価するか ) には，次のようなものがあ り，評価の方法はそれぞれが 

独立して存在するのではなく ，相互関連的に 見ることが大切であ る。 

学習評価の観点 

0 欲求充足のレベル [. 楽しかった ・嬉しかった ] 

0 行動の仕方・ 態度レベル [ 行動の仕方 ・工夫はどうか ・人間関係 ] 

0 技能習得のレベル [. 技の習熟度 ・運動に含まれる 問題解決 ] 

0 運動課題の高まりレベル (. 記録 ・変化 ・でき は え ・運動への自発的，自主的参加 ] 

以上のような 観点を含みながら ，学習カード 作成時には次のような 工夫が必要であ る。 

① 本 時のめあ てと反省を書ける 欄があ る。 

② 40m ハ 一ドル 走 目標記録と得点表を 書ける欄があ る。 

③ 個人の記録の 高まりと障害の 高まりの変容を 見れるようにする。 

④ グループ間で 技術面の評価ができる 欄があ る。 

⑤ 勝負の結果が 書ける欄があ る。 

他にもさまざまな 項目があ るが，あ まり煩雑にならないように ，使いやすくて ，児童が自己 

を 理解し記入するのが 楽しみとなるよ う に作成する。 
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V  授業実践 

]  単元老 陸上運動「障害 走 」第 6 学年 

2  達 劫の特性 

Ⅲ 一般的特性 

① どんな効果や 結果が期待されるか ( 体力・運動能力 ) 

・ 3 歩のリズムで 素早く走ったり ，身体操作を 上手にやって 走ったりすることが 要求される 

ので，敏捷性や 器用を養うのに 適した運動であ る。 

② どんな技術のしくみで 成立しているか ( 技能の習得 ) 

，インターバルの 走り方とハードリンバの 要領で技術が 構成されているところに 特徴があ る。 

したがって， これらの技術をマスターすることがポイントとなる 運動であ る。 

③ どんなところに 楽しさのあ る運動か ( 運動の魅力 ) 

・力 め 同じくらいの 音 同志で競争したり ，自己のタイムを 向上させたりするところに 楽しさ 

のあ る運動であ る。 

(2) 子供から見た 特性 (6 年生 92 名のアンケート 調査から考案 ) 

・上手なフォームで 走れた時に楽しいと 感じているが ，正しいフォームの 知識はほとんどない。 

・自分の力を 同程度の人と 競争して確かめてみようとする。 

・自分の記録が 良くなったり ，競争に勝った 時に楽しいと 感じている。 

，ハ 一ドルに足をぶっけたり ，転んだりすることに 恐怖心を抱いている 子がいろ。 

・練習しても 記録が良くならないと 意欲が低下する 傾向があ る。 

。 失敗しても笑わずに ，励まし合いながらやりたい。 

・能力差を考慮してほしい。 

・授業ではタイムの 向上を目指してやりたいが ，競争も取り 入れてやりた い 。 

3  教師の授業への 意図 

・学習計画 ( め あ て， 場 ，練習方法 ) を大まかに立てることができる 子はほとんどいないので ， 

め あ てを達成するための 場の使い方と 練習方法を身につけさせた い 。 

・自分の走りを 資料を元に自己評価できる 子は少ないので ，学習 ヵ一ド への記入を通して 評価活 

動を身につけさせた い 。 

・他者と比べるよりも ，自分なりのめあ てを達成すれば ，よ い ことを指導する。 

・達成型と競争型の 混合の学習過程を 組み，障害走の 特性に触れさせたい。 

・ 40m 走を元にした 標準記録 ( 目標記録 ) を設定させ，それに 向かって挑戦させるようにする。 

            達成型 コ 目標記録 (40m  走 +0 ， 4 秒 X  4  台 ) 

・競争をする 時には，単にタイムを 比べるのではなく ，タイムをもとにした 得点で競わせるよう 

にする 0 そうすることによって 誰かが勝つかわからない 状況を作る。 ・…‥競争型 

・障害に， ら理的 抵抗を示す子がいるので ，障害物を工夫し ，恐怖心を取り 除きたい。 

・ ハ 一ドルのインターバルを 5m, 5.5m, 6m, 6.5m とし，高さを 44 ㎝， 52 ㎝， 60 ㎝のコース 
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を 設け，能力に 適したコースを 選ばせる。 ( 児童の実態に 合わせて変化させる ) 

  リズミカルな 走り， (3 歩のリズム ) に目を向けさせ ，次にハードリンバ ( 振り上げ足，抜き 

足 ，前傾姿勢など ) の指導をしたい。 

・学習の仕方やめあ ての解決の仕方が 主体的にできるように ，適切な学習資料や 学習 ヵ一ド など   

を 用意し，その 活用ができるようにする。 

・安全に留意し ，協力して学習が 進められるよ う に指導する。 

4  学習のねら い と道 すじ 

ねら ぃ Ⅰ いろいろな障害物を 跳び，障害 走 になれ，自分に 合ったコースを 選ぶ。 

ねらい 2  個々のめあ て達成に向けて ，自分に合ったコースで 競争を楽しんだり ，練習を工夫 

しながら記録を 伸ばす。 

め あ てⅠ 自分に合ったコースで 友達と競争して 楽しむ。 

め あ て 2  3 歩のリズムやハードリンバの 練習を工夫して ，チーム間の 得点争いを楽しむ。 
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Ⅹ 児童の実態に 合わせて，第 3 時以降もねらい 1 をやっていいことにする。 
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1. 学習ねらいと 道筋を理解し ，学習の進 

2. め あ ての決め方について 理解する。 

3. 学習カード，学習資料，場の 使い方に 

4. 用具の準備の 仕方，安全，マナ 一につ 

5. 40m 走のタイムを 測定し，標準記録 ( 

6. グルーピンバと 役割分担をする。 (40   

め 方につい 

ついて知る 

い て理解す 

目標記録 ) 

・ m 走をもと 

  

一 75 一 

      

  て見通しを持っ 

  

  る 。 

を決める。 

にチームの力を   

  

  ス 

  

均等 

  

  

@ 

  

にす 

  

  

プゥ 

る
 
。
  
 
 
 

チ
 
ォ
ソ
 

  

  



な
か
拍
分
 X
4
 
千
 ㏄
 分
 

な
か
 
巧
分
 

 
 

 
 

  

ねらいと活動   指導   

ねら ぃ 1 
いろいろな障害を 跳び，障害 走 に慣れ，自分に 合ったコースを 選ぶ。 

1  ラインテープを 目 E 口に走って， インターバルの 目安を 
・どんな子でも 簡単に跳べ 

知る。 
るような障害物から 跳ば 

せるようにする。 

2  いろいろは障害物を 跳び越して障害走を 楽しむ。 
・繰り返し跳ばせて・ 自分 

く輪 ，ダンボール ，タイヤなど ) 
に 合ったコースを 選ばせ 

る 。 

・ ハ 一ドルをこわがる 子に 
3  いろいろなコースを 走りながら， 3 歩で調子よく 走れ 

は パイプ製の ハ 一ドルを 
る インターバル やハ 一ドルの高さを 選ぶ。 

利用させたり ， ゴム ひ も 

の コースを利用させたり 

する。 

4  グルーブ内で 競争しながら ，第一回目の 記録を測定す 
・出発 係 ，計時 係 。 記録 係 
を協力してやっているか。 
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Ⅰ 同じ場に集まったものどうしで 競争する。 

・対戦相手を 決めて，多くの 相手と競争する。 
・いろいろなコースを 走って， 3 歩で調子よく 走れるコー 

スを選ぶ。 
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2  チーム間の得点争 い をする 

・ 1 時間に 2 回測定する。 

・全員の記録をグループヵ 一 ド 

に 記入する。 

・ ( 目標記録 ) 一 ( 今日の記録 

・グループの 合計得点を出し ， 

順位を発表する。 

  
  

に 記入 

  

してから，個人力 一ド 

      ) の計算をして 得点を出す。 

全グループが 集まってから ， 
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学習のまとめと 反省をする。 
1 め あ てを持ち ， 楽しく競争し 

2 学習の記録を 整理し，記録に 

3 見合い ， 教え合いはうまくい 

4 楽しかったこと ，困ったこと 

た 抗言 己録 に挑戦することができた カ Ⅰ。 

伸 び ，技術の向 上， コースの変化について 確認する。 

っ たか話し合う。 

， 改めたいことを 発表する。 

仏 

6  本時の指 訂 (5/7) 

(1) 本 時の学習のめあ て 

め あ て 1  自分に合ったコースで 友達と競争して 楽しむ。 

め あ て 2  3 歩のリズムやハードリンバの 練習を工夫して ，チーム間の 得点争いを楽しむ。 

(2) 本 時の展開 
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指 導 

・ ハ 一ドルを置く 目印をつ 

けたロープを 使 う 。 

・障害 走 に適した 劣軟 運動 
をさせる。 
・友達のまねをしない ， 自 

分なりのめあ てを立てさ 

せる。 

・ 前 時からっながりのあ る 

め あ てを立てさせるよう 

にする。 

  安全やマナ一に 気つけて， 

活動させるようにする。   
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め あ て 1 
自分に合ったコースで 友達と競争をして 楽しむ。 

Ⅰ 同じ場に集まったもの 同志で競争をする。 ・対戦相手を 決めて， たく 
～競争の場の 例～ さんの柏手と 競争させる。 
米塩ビ コ 塩化ビニールパイプのハ 一ドル 

""" 一 """ 

l2m  ]5.0m  ョ   ] 高さ 44 ㎝ ( 木製 )  . スタートの合図，勝負の 
] 珪づ ]     佃 Cm ( 木製 ) 判定など協力してやって 

かるか。 
]  5.5m  ]   高さ ]  44 ㎝ ( 木製 ) 
] 臼づ ]     44 ㎝く木製Ⅰ ・基本となるコース く イン 
        52 ㎝ ( 木製 ) ターバル，高さ ) は 教師 
        W2 ㎝ ( 塩ビ ) が 決めるが，子供の 実態 に 合わせて変え い { 
]  6.0m  コ コ 高さ 52 ㎝ ] ( 木製 ) 

コモづ ]   h2 ㎝ ] ( 塩ビ ) 

      60 ㎝ ] ( 木製 )  . いろいろなコースを 走ら 

      f60 ㎝ ] ( 塩ビ ) せて 3 歩で調子よく 走れ 
る コースを選ばせる。 

]6.5m  ]  ( 木製 )] 高さ 52 ㎝ ] 
  + づ ]  ( 塩ビ )]  52 ㎝ ] ・今日のめあ てを頭に入れ 

  コ ( 木製 )]  60 ㎝ ] ながら走らせるよ う に す 

    ( 塩ビ )]  60 ㎝ ] る 。 

  40m   

スタート ゴール 

め あ て 2  3 歩のリズムやハードリンバの 練習を工夫し ，チーム間の 得点争いを楽しむ。 

1  各自のめあ てに応じた学習の 場で，見合い ， 教え合いな ・ め あ てに応じた場の 工夫 
がら練習をする。 や 活動方法については 指 

グ ループ内で友達の 走りを見てチェックカードに 記入す 示し，具体的に 指導する。 
る 。 

・ 4 人で t 人の走りを見る。 ・見る人が 4 人いるので， 

観 ，点を分けて 見させる。   
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・チェックカードで 友達に注意されたことに 気をつけながら 

練習する。 
～練習の例～ 
0  インターバルの 練習 
・ ハ 一ドル間に輪を 置いて 3 歩のリズムを っ かむ練習をする。 

・輪を置いたり・ 線を引いたり ， ハ 一ドルを跳び 越した後の 

一歩目を大きく 踏み出す練習をする。 
0 ハードリンバを 高める練習 

"  / Ⅰ "- ドルに目当てボードをつけて 抜き足の練習する。 

・高く跳び上がらないように 目印を置いて 遠くから跳び 越す 

練習をする。 

友達同志で見合う 時，どこを見たらい い のか一目でわかる 
よ う に ， 体の部分にリボンをつける。 

2  チーム間の得点争いをする。 

・ 1 時間にっき一人 2 回測定する。 

  走る順番や各係の 順番を守る。 

・全員の記録をグループカードに 記入してから ，個人力 一ド 

に 記入する。 

・ ( 目標記録 ) 一 ( 今日の記録 ) の計算をしてめやす 表から 

個人の得点を 出す。 

  グループの合計得点を 出し，全バループが 集まってから ， 

順位を発表する。 

・ - - - 一 一 - 一 - 一 一 一 一 一 一 - - - - - - 一 一 一 一 一 一 一 一 
・チェックカードやパネル 

などを利用し ， 練習を工 

夫しているかすか。 
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学習のまとめと 反省をする。 

1  め あ てを持ち・楽しく 競争したり，記録に 挑戦することができたか。 

2  学習の記録を 整理し，記録に 伸び・技術の 向上，コースの 変化について 確認する。 

3  見合い ， 教え合 い はうまくいったか 話し合う。 

4  楽しかったこと ，困ったこと ，改めたいことを 発表する。 

一 79  一 



  

7  授業分析 ( 第 1 時から第 5 時までの実践をふりかえって ) 

Ⅲ 児童の変容 

「障害 走 において，個に 応じためあ ての持たせ方を 工夫し ，め あ あ てに対応した 場を設定し 

学習評価の工夫をすることによって・ 運動の楽しさを 味わい主体的に 学習に取り組んでいくだ 

ろ う 。 」という仮説もとに 授業をしたが・ 児童の感想や 記録の変容，児童の 観察をもとに 分析 

を行ってみる。 

① め あ ての持たせ 方 として目標記録を 設定したがそのことについて 児童は次のような 感想を 

述べている。 ( 抜粋 ) 

・「目標記録は 私たちのタイム や 跳び方が上達するのにとてもいいものだなあ ， と 思いました 口 

  「目標記録をもとにした 得点争 い をすると，他のグループ と 争 う ので，みんな 真剣に走れま 

した。 」 

  「今までハ一ドルがとっても 嫌いでした。 けれども今のハ 一ドルをやっているととても 楽し 

く ，やめたくないほどです。 一番楽しいのは 得点争いです。 」 

  「目標タイムより 少しずつ速くなってきているので ， ハ 一ドルをやるのが 毎時間楽しくなるね 

個々の 40m 走の能力に対応した 目標記録をめ る すとして持たせたので ，運動能力の 低い子でも 

グループ間の 得点争いに貢献できたことに 喜びを感じているし ，自分の記録が 伸びていくのを 楽 

しめたようだ。 

児童の記録の 変化 ( 障害走の記録の 伸び ) は次のようになっている。 

0 直線 走 に対しての障害走の 記録の伸び ( 平均値 ) 

男子の記録の 伸び 

C0.8 秒 ) 

女子の記録の 伸び 

(1.2 秒 ) 

・男女とも記録が 伸びているが ，女子の方がより 顕著であ る。 導入の段階での ハ 一ドルに対す 

る抵抗感は女子の 方が大きかったが ，それが解消されたためであ ろう。 

，今回の授業での 目標タイムの 計算方法は 40 ， m, 走のタイム 十 0 ・ 4 秒 X4 台としていた。 

0 ・ 4 秒という数字は 工合の ハ 一ドルを跳び 越すのにかかるロスタイムと 考えていたが ，児童の 

40m 走のタイムと 40m ハ 一ドル走のタイム 差を見ると， 0 ・ 3 秒として計算してもよかったように 

思われる。 
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②学習の場の 工夫について ，児童は次のような 感想を述べている。 

・「今までの 授業と違って ，たくさんのハ 一ドルがあ ったし，インターバルの 長さもいろり 

ろあ って，自分に 合ったコースをさがすことができてよかった。 それに， ハ 一ドルの跳び 

方などがパネルにかいてあ ったから，それを 見て少しずつできるようになった。 」 

・「私は ハ 一ドルはあ まり好きじゃなかったけど ，いろいろ練習で 工夫したり， ハ 一ドルの 

数を増やしたりしてやったのでとっても 楽しくなって ， 今は ハ 一ドルが大好きです。 」 

・「最初はあ まり慣れなくてタイムも 全然上がらなくてあ まり楽しくなかったけど ， 3 時間 

目からコースを 変えてやるとタイムもぐんと 上がりました。 とても嬉しかったです。 」 

主体的に運動の 楽しさを味わわせるために ，数多くの場や 練習用具を準備したことが ， 自 

分なりの記録の 伸びや楽しみにとながったと 思われる。 しかし，児童の 視覚に訴える 視聴覚 

機器の活用がなかったので ，技術的ポイントの 習得が不十分であ った。 

技術 ポイント のパネル図は 提示したが，障害走の 連続した動きを 視覚でとらえさせるため 

には ・今後，視聴覚器機の 活用の仕方を 工夫する必要があ る。 

③ 学習評価について 

学習カードへの 記入はあ まり煩雑にならないように ，記録の変容，技術習得， め あ て・楽 

しさ，協力・ 安全にしぼって 自己評価させてみた。 

記録の変容は 毎時間の得点争いと 柏 まって，一番意欲づけになるものとなった。 技術面の 

自己評価は個人でやるだけでは 不十分なので ，グループ間で 他者評価をさせたが ，観点をし 

ぼって指摘し 合ったのが良かったようだ。 授業の後半には 技術ポイントの 克服を「今日のめ 

あ て」に書く子が 多く出てきた。 

主体的な学習活動のために 学習 ヵ一ドを 活用させたが ，自らめあ てを設定し自己評価する 

という学習評価の 流れには慣れてきた。 まだ，自己を 客観的に見ることができない。 という 

面 では不十分だが・ 毎時間のめあ てを 前 時の反省をもとに 立てられたという 面では， 自己 評 

価の基礎はできてきた。 

最後に，アンケート 調査による意識の 変化を見てみると ， @ 上連動及 び [ 障害走を好きになっ 

た人数が大幅に 増えて学習に 対する意欲が 高まったことがわかる。 (6 年 3 組 30 名対象 ) 

0 陸上運動で好きな 種目は ? 0 陸上運動に好きですか ? 
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                                            Ⅱ好き :. 勒人 -d  ::                                          妊ぃ 1 人 どららでもな い   20 人 
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(2) 授業研究会の 記録 

①授業者の反省 

・走者が走りこんでゴール 付近で記録を 記入している 子がいた。 ( 安全面 ) 

・スターターとストップウォッチ 係の呼吸が合わない 場面があ った。 

・チーム得点争 いで ， 1 位と 6 位の差が大きかった。 単元の途中でも ，チームを再編成する 

必要があ る。 

・各チームごとに 記録測定をしていたが ，記録同上のためには ，他チームの 走者と同時にス 

タートさせる 工夫も必要だった。 

・着順で勝負を 決める方式ではなくて ，目標タイムを 基にした得点争いにしたので ， どの子 

も意欲的に活動していた。 

②感想・意見 

，全児童が ，め あ て達成に向かって 主体的に活動し ，意欲的であ った。 

・練習の場面で ， 数 合い ( 技術の ア ドバイス ) が積極的に行われていた。 

，応援などの 励まし合いや ，記録向上の 認め合いがグループ 間で行われていた。 

・ め あ て達成のために ， 足 当てボード や 輪などの道具を 工夫として利用していた。 

・チーム間の 役割分担がスムーズに 行われていた。 

・裸足で走っている 子が い たが，安全面から 考えると靴をはかせた 方が良い。 

・ ハ 一ドルの高さ ，インターバルの 長さ， 輪 ， 足 当てボードなど 子供の多様な 実態に対応す 

る場の工夫がなされていた。 

・教師が・児童を 把握し， グループに的確に ア ドバイ ス していたので ，児童が主体的に 活動 

していた。 

・どのコースを 走ってもよいことになったが ，コースの難易度によって 得点に差をつける 工 

夫も必要ではないか。 

③指導助言 

  ソ 

） 

く 成果 ノ 
・主体性を持たせる 工夫がされていた……… 一 八一人がめあ てを持ち，それを 達成するため 

に 自分で考えて 判断し行動する 主体性のあ る授業であ った。 

・ め あ てを達成するための 場の設定が，児童の 実態からよく 工夫されていた。                   /""- @ 

かめ 高さやインターバルの 長さやパイプ 製の ハ 一ドルなど能力を 考慮していた 

  めあ ての達成を確認する 評価活動がなされていた。 ， … "" 自己評価，グループ 内評価以上 

03 つの視点から ，仮説が検証された 授業であ ったと言える。 

く 課題 ノ 

・ め あ てを持っている 児童への声かけがやや 不足していた。 

・場の設定として ， ビデオ・写真などでイメージを 持たせることが 必要。 

・評価をする 場合， 1 位の班だけでなく。 どれだけ伸びたかという 過程も評価する。 

・コースの難易度が 違うので，競争させる 時は，条件をそろえる 公正さが大切であ る。 
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8  学習資料 

資料① 個人学習カード 6 年 租 番 名前 

40m 走のタイム ( )  障害 走 目標タイム   ) よくできた⑥ふつ ぅ 0 も う 少し ム 

時 
記録 得 

今日のめあ て 
酊 昂   

    

  時   

資料② チーム得点力 一ド チーム名 (   

2 回目 2 回目 
() 選手名タイム。 1 回目 得 ， 点 タイム，得点 () 選手名タイム・ 1 口目 得点、 タイム， f 尋 ， 点 
月 月 

( ) A.K  く ) 秒 0) 点 0) 秒 0) 点 ( )  A.K  () 秒 0)   点 0) 秒 0) , 点 
日 日 

合計得点 点 点 合計得点 点 ，点 

班の順位 位 位 班の順位 位 位 

  

資料③ チームチエックカード グループ 名 (   

名前 チェック項目 時間 2 3 4 5 6 7 

評 価 
3 歩のリズムで 最後までい 

ける 
コ 吟 パネル 1 を見て練習しょう 

一 - 一一 で 
うまい ⑨ 振り上げ足の 裏 が見える ヰ 毒手パネル 2 を見て練習しょう 

い 

できている 0 
抜き足が水平 ている ( 横 ) になっ 二キ 皇 コパネル 3 を見て練習しょう 

は 

も う 少し ム 
ハ一ドルを低く いる 跳び越して 

吟 コパネル 4 を見て練習しょう 
  

資料④ チェックリストニ 教師用 ) い よ ⑥ふ つぅ 0  も う 少し ム 

あ
 

              

め
 

ク
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W  研究の成果と 今後の課題 

[ 成果 ] 

  個 に応じた「 め あ て」を持たせることにより ，児童の活動が 意欲的になった。 

2  能力に応じた 場を設定することにより ，児童は個々の 能力に合った 場で障害走時 性 に触れた 楽 

しく運動することができた。 

3  「個人学習カード」 「相互チェックカード」を 活 m することにより ，児童は自己評価活動に 慣 

れ ，教師は児童一人一人の 到達度，関心，意欲の 状態が把握できるようになった。 

4  技術習得のための 練習用具を用意することにより ，教師の指示待ちではなく   自ら考えて練習 

を工夫する児童が 増えてきた。 

5  陸上運動を好きになった 子が 9 人から 25 人に増えた。 

[ 課題 ] 

1  技術習得のために ，ビデオ等，連続した 動きのわかる 教育機器の活用の 工夫。 

2  通知表や指導要録などの 記載に活用するための 点数配分の研究。 

( 学習カード や チュックカードをもとにして ) 

3  さらに主体的な 学習活動ができるよ う に学習 ヵ一ドの 改良をする。 

4  今回は得点争いによる 競争を実施したが ，ゴール決着の 競争方法も採用した 方がいいのか。 
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